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各委員からの発言内容



各委員からの発言内容 (1/５）

◎人口を増やすということについても取り組んでいくことが必要かと思う。
⇒三沢市の人口の増加のために、子どもを産みやすい、育てやすい環境づくりが必要
◎（高校生の就職について）就職先を決めたのが、「三沢だし、先生が勧めたので」という返答で、勧められても子どもたちが、「自分は
こうしたいんだよ」というのが言えない、言いにくい、自分の意思をはっきり持てていないというのが問題なのではないだろうか。

久保委員

◎「小規模事業者ほど採用に関する取組を行っていない」というところで、取組を行っていないというか、取組を行えない状況にあるというの
が正しいのかなというところで言うと、なかなか一社だけで採用に関する仕組みを、お金をかけて作るというのはなかなか厳しいと思う
⇒三沢市か民間団体になるのかどうかは分からないが、個社支援というやり方で、SNSを活用した採用方法などを、個社に向けてアナウ
ンスしていくというような方法があるのかなと考えていた
◎廃業が58社あったという記載があって非常に心を痛めている。リーマンショックの辺りは非常に景気が悪くて、その前で言うと、東日本大震
災の辺りが、非常に企業さんの皆様が苦労された時期で、政府の方でもセーフティネットという、経営者の方に資金提供していく当協会の
定石を使って、銀行さんから融資を受けるという形で対応したが、今回もそういう状況である
◎ただ大体半年くらいすると、やはりキツイ先というのはどんどん出てくる。リーマンの時も震災の時もそうだったが、誰にも相談できなくて、要は
破産、廃業したいですと弁護士さんに駆け込む。それで法的手続きを取って、その事業自体がなくなってしまう。当協会ではその辺りを今
回大変危惧している
◎専門家を派遣するという事業も自前の予算で提供しているので、そういう形のもので対応したいと考えているが、やはり、廃業された
方がどこかに相談したのか、するところがなかったのか。取引金融機関さんでも、中央会さんでも行政でも、保証協会でもいいので、
多分そこの周知が今後大事になってくるのではないか
◎弁護士さんの方に行く前にどこかに相談してくれというアナウンスを金融機関さんと一緒にやっていきたいと考えている。是非その辺りを三
沢市さんの方でもご協力をいただければと考えている

中村委員

◎やはりこの地元に若者の雇用の場を多く生み出して、三沢市で過ごしていってくれることが、人口の増に繋がり、三沢市の潤いに繋がるの
ではないか
◎全くの異業種間でも何かしらマッチングを鑑みれば、人材派遣ではないけれども人のロスの部分をうまく有効活用できる部分のでは
ないか

稲川委員
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各委員からの発言内容 (2/5）
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花田委員

◎最近はとりあえず就職というよりもまずは進学という親御さんが多いという話を聞いた。就職が厳しくなるととりあえず専門学校に行って、２
年してから就職しようとかいう生徒さんが多いという話がある
◎企業側の方も、入社した人を育てるという責任のようなものを持ちながら、若者を育てていくということも大事
◎離職率の高さが問題だと思っている。我が社も高卒で入って半分近くが、３年未満ではないけれども離職している
⇒今までの私たちの、とにかく入社してくれれば何とかなるだろうというほったらかしの体制っていうのもあったのも確かだった
今の若い人たちは、教育してやらなければ、「それは聞いていません」「教えてもらっていません」と片づけられるところがある
◎毎年一人二人の若い人方が入社されて、一番近い先輩格を半年や一年付けるようにはしているけれど、なかなか同じような歳がい
ない
⇒同じ年度に入社した新入社員同士が、何かの機会に集まって、情報交換してもらうなど、異業者の集まりというものを開いてはどう
だろうか
◎対面でやっていた朝礼や社内の会議、それらすべてグループウェアを使った方法に変えたところ、一年くらいやっているがほどんど対面と
変わりない。社内で色んなネットを使った会話というのがどんどん出来てきた
⇒コロナの後また元に（対面に）戻るわけではなくて、今のスタイルを続けていき、もっともっと進化させていきたいと感じている

◎若い人が就職してすぐ辞めるというのには、辞めてもどこにでも就職できるという意識があって、少しでも気に喰わないと色んな選択肢が就
職にはあるのではないかと考えて辞めてしまうという、ちょっとした悪い循環があった
◎事業承継というのは何かしらその企業が新たなものを経営していく必要があり、なかなかそこも難しい
◎廃業以外にも、再生支援という方法があるので、資金繰りを含めた事業計画立てることができるので是非利用していただきたいと関係機
関からの情報があった
◎サテライトオフィスやテレワークが出てきているが、雇用管理が実際できていないのではないかということで、こういった働き方に関して
も、事業所できちんとしたガイドラインを作る必要がある

奥崎委員



各委員からの発言内容 (3/5）

◎関東近辺の方が専門学校も多い。そして、専門学校として就職のときに顔が利くという意味で、やはりその専門学校があるところに
就職させやすい。専門学校の先生の勧めでそこの地域の企業さんに就職してしまっている方も結構いるのではないかなと感じている
◎高校生の職業相談というものがあり、そのカウンセラーに聞くと、やはり相談している子は就職を希望してはいるけれども、何に就きたい、
何をやりたいということがはっきりしない子が結構多い。とりあえず進学しようかなとか、経済的な理由でとりあえず就職しようかなという人は、
自分の好みとか、これはどうだったのだろうとかいうのを考える時期が、勤めてから来てしまうのだろうと思う
◎求人が減ったことによって再就職するのが厳しくなってきていて、その結果、有効求職者が徐々に増加しているというのが、今の三沢管内
の状況になっている
◎コロナが収まってきたとしても、各企業さんの方の業績が回復するのは、二、三年はかかるというような見通しになっているようである。なの
で、その二、三年の間に、今までは何とか助成金などを使って、自分の社員を解雇せずに持って行ったところが、今後厳しくなってくるであろ
うという見方になっていて、それを解雇しないで繋げていくということで、今年２月から在籍出向の支援事業が始まっている。異業種に移る
ためには、簡単な短期間の訓練、あとは在職をしながらできる教育訓練給付のようなものに力を入れていくということで、今年のコロナ関係
で力を入れているところは訓練の増大と、在籍出向を進めることである。在籍出向については、産業雇用安定センターとうところがあり、そ
こで出向関係のマッチングは進めていくという形になっている

山谷委員

片山委員

◎離職率というのは雇用する方にも雇用される方にもミスマッチがあって、お互いにデメリットがある
◎離職率を下げるために、例えば、同じ世代同士だったり、同じ悩みを抱えた方々がひとつのテーブルに着ける機会を作るとかそういうところ
に手を差し伸べられるような、行政なり、企業さんの仕掛けを何か作ってほしい
◎企業の組織としてある程度人数がいたり、財政状況もある程度あるところは支援事業の活用がスムーズだが、本当に支援が必要
な、一人二人で商売されていたり、なかなかインターネット環境もないような小規模事業者へのサポートというのは、我々からも何も
する術がないというのが実情で、そこが非常に悩ましいところであると感じている
◎コロナ禍をきっかけに、皆さんの事業を改めて見直して、効率化を図って、人材教育をして、IT化をしてということで、色々宿題を押し付け
られているが、それに対応できる企業さんが果たしてどれくらいいるのか懸念していて、三沢市内の企業さんにおいても色々お手伝いしてい
るが、なかなか全体的に支援できていないのが実情である。行政の方でも、その辺りを細かくフォローしてほしい
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各委員からの発言内容 (4/5）

◎一旦就職するけれども意外と一年や半年で退職し、親元に戻ってくる人がいる。また、会社でも、辞めたけれどもまた戻ってくるという人が
いる
⇒早期退職者が頼れるところが学校なのか、民間団体なのか、受け入れ先を提案するというのもひとつの案なのかなと思っている
◎仕事のことを知るにあたっては実習であるとかインターンが一番必要だけれども、全くそこまでいかない。高校や大学の方にも、一日
二日でも、色々な企業を体験、理解してもらいたい。「やりたい仕事が地元では見つからない」と思い込んでいる部分もあると思う
◎三沢だと、それこそ原燃さんとか自衛隊等、私もそうだったが、実際子供を見てくれる人はいない。だからお金をかけてまで子どもを預けて
いるので、青森県全体の数字を出して、子どもを預けられる環境だというのは違うぞという話はしたことがあった。その分三沢市では色々な
施設を作ったり、コミュニティを作ってみている状況にはあるのかな、と感じている
◎学校の方も就職率、進学率を上げるために、推薦や、入れる学校を勧める際、県内ではなく、大体名寄などの北海道や仙台などを勧
める傾向にある。それはそれで仕方がないとは思うが、そういった学生さんに向けての「三沢市にこんな仕事がある」等、進学先や進学し
た学生にどのようにアプローチしていくかというのもひとつの考え方ではないか
◎どうしても国や県の事業、助成金は、タダでお金を貰えるので、書類を読み込むのも大変だし、なかなかピンとくるものがなくて、そういったと
ころで色々アドバイスをいただいたら支援を受けやすいというのはあるので、例えば何十ページもある書類をざっくりまとめたような、色んなも
のをどこかで提供するとか、そういうのが非常に大事になってくるのではないだろうか

野村委員
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◎県全体での県外転出のピークはやはり18歳と22歳というのは、三沢だと近郊の大学というとかなり限られてくるのかなと。当然三沢市内
では大学がないことを鑑みると、やはり八戸とかの大学に通われている学生さんが多いのかなという印象がある
◎⾧時間通勤が問題になっていて、女性が、六ケ所へ冬場通えないと言って退職するというケースが最近見受けられているそうである。女
性だと家庭のこと等を考えると断念せざるを得ないというのが一部あるのかなと思っている
◎定住へのサポートという部分は、六ケ所村に通勤している方々で、比較的若い年齢層には効くというところは少しあると思っている
◎三沢市内の事業者さんが実際受託されている事業で、求人票の書き方のアドバイスだとか、あとは副業兼業人材とのマッチング事業が
あり、確か東北経済産業局の事業であるが、私は五戸町の方からそちらに参加しており、実際に昨年一年間、色々その求人票の書き
方ひとつからアドバイスを貰ったところ、やはり応募がかなり増えた
◎ある意味手取り足取り教えていただける、伴走してくれるアドバイザーの方がいると、非常に心強いのではないか。そういった事業を、
例えば行政の方から支援してあげることが、かなり必要になってくると思っている
◎「まずは子どもを預けられる環境整備」と掲げているが、実際三沢市の子どもを預けられる環境の充足状況は一体どのようなものであるか。
ここの「県民意識調査」や「県労働条件実態調査」は、あくまで青森県の実績であって、三沢市の比較で出さなければあまり数字に意味
がないと思うので、そこも調べるべきではないか。
◎ICT化を進めたところは効果を実感している事業者の割合はかなり高くなっていると感じている。ただ一方で、導入していない理由は
「業務に適していないから」と答えているという事例もあるが、これはその事業者が「業務に適していない」と思い込んでいるだけで、実
際に業務を第三者が分析していくことになるとICT化できる部分も結構ある
◎今までの仕事の見直しという部分に取り組んでいかなければ、ICT化は進まない。また、なかなか自力ではできない事業者さんに手
を差し伸べていくという体制が必要ではないかと感じている
◎高校に進路状況を尋ねることはできるので、学校単位のデータであれば、お示しすることができるかとは思う。「三沢でいうとこういう形
になってるよ」というデータも必要かとは思うので、調査をさせていただきたい（市）

保坂委員

各委員からの発言内容 (5/5）


